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5つのチームによる住民主体の取り組み
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第2期 曽慶地域づくり計画書（R2年6月策定）

 分野別の目標

◆高齢者や障がい者が安心していきいきと暮らせる地域づくり

◆子どもたちが明るく成長し、若者による活気ある地域づくり

◆みんなで支え合い、安全・安心な地域づくり

◆曽慶の風土と資源を活かした地域づくり

 曽慶地区の将来ビジョン

「心も景色も美しく、

住み続けたい私たちの曽慶」
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会長

副会長 3名（内、女性1名）

監事 2名

曽慶地区住民及び賛同するもの（事業実施）
1戸200円を徴収

5チーム（事業企画・実施）

事務局 3名

理事 16名

組織体制

◆設立当初は理事が61名だったが16名に

◆7チームだったものを、分野を絞って5チームに

◆各戸の会費も500円を200円に

5つのチームで地域課題解決に挑む

① 夏まつりチーム

② 花いっぱいチーム

③ 特産品開発チーム

④ 高齢者世帯環境チーム

⑤ 曽慶ＰＲチーム

◎通常は各チーム毎に事業を検討し、予算

と共に理事会に提出、総会の承認を経て実

施する。



チーム① そげい夏まつりの復活 《夏まつりチーム》

◆かつて青年会が行っていた夏まつりを14年ぶりに復活
◆音楽ステージや若者による自治会ごとの出店



◆悪天候のため体育館に移動して総踊り。
「一関市民の新しい踊り」にも挑戦

◆屋台の中は若い世代の交流の場にも



チーム② 地域を花で美しく彩る 《花いっぱいチーム》

◆プランターに季節の花を植えて地域内各地に配置しています
◆剪定教室等を開催し樹木の健全な保全を進めています



チーム員総出で休耕地に種まき

チーム③ そばの栽培・出前そば打ち 《特産品開発チーム》

◆休耕地にそばを栽培し、刈り取りから製粉、そば打ちまで行っています。
◆各自治会サロンや高齢者施設、イベント等の際に出向いて打ち立て
そばを提供しています。

刈り取りはコンバインを委託



◆夏まつりでの出店（そばだんご）

◆福祉施設での「出前そば打ち」



チーム④ 高齢者が安心して暮らせるように 《高齢者世帯環境チーム》

◆草刈隊・雪かき隊を結成して、高齢者の生活環境を守るお
手伝いをしています。
◆健康講演会や体協との共催でニュースポーツ大会等を開催



チーム⑤ 地域の情報発信に努めています 《曽慶ＰＲチーム》

◆地域内3カ所にPR看板設置
◆｢そげいのお宝マップ｣を作成



2024/3/12

◆イメージキャラクター
「そげっぱ」誕生

◆ホームページ・フェイスブックの活用



◆フォトコンテストの実施

テーマ 「曽慶の四季と人」

市民センターロビーでの一般審査会の様子
入賞作品は文化祭での展示の他、ホームページで公開しています。



2024/3/12

◎農機バンク

◆理事からの提案で開始
◆いらなくなった農業機械等を手放してもいい
人と欲しい人との橋渡しを事務局が窓口に
（台帳とパネルに貼り出し、広報で周知）
◆価格は当事者同士で決める

R3年～

《新たな取り組み》



◎「曽慶若者会議 わぎゃすたーS”」始動！ R4年～
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イベントに向けての打ち合わせ会議



◆クリスマス・イベントの実施

2回目となった令和5年のクリスマスイベントにも大勢の子どもたちが参加しました。 中・高生もスタッフとして参加してくれました。



◎草刈と歴史学習会のコラボ 「草刈交流会」の実施 R5年～

初めて実施した「草刈交流
会」には通常の倍近く、50
人を超える参加がありました。
旧小学校のグラウンド、市
民センター周辺、農村公園
周りが1時間半ほどでキレイ
に。



◆忠魂碑前で歴史学習会

◆参加者には冷たい
そばのお振る舞い

草刈の後、農村公園内にある巨大な忠魂碑前
で、忠魂碑の歴史について学習しました。



◎生涯学習団体と共催でコンサート
「結いコン」の実施 R5年～

11月19日、第１回目となった「結いコン」は元
デュークエイセスのトップ・テナー、大須賀ひできさ
んのコンサートでした。



◎音楽喫茶「結」の開店
◆レコードを聴きながら美味しいコーヒーと楽しい会話
 中高年のサロンを目指します

R5年～ 毎月1回



◆草刈やイベント等の担い手が集まりにくい
◆地域づくりに参加する人材がいない …等々課題は山積ですが

しかし「人」がいない訳ではない
・「潜在的な人材の掘り起こし」
・「あの手この手で地域に目を向けてもらうきっかけづくり」
これらを地域住民と一緒になって考え、前に進めていくことが大切
と考えます。
R6の｢第Ⅲ期地域づくり計画｣策定の中で推進体制
づくりと事業の見直しを行っていきます。

◎協働体設立当初からみると、人口減少・少子高齢
化が予想を超えて進行

「まとめ」

ご清聴ありがとう
ございました
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